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1,337
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　 0005

27 年度

27 年度

1,767

単位当たり
コスト

算出根拠 単位 24年度 25年度 26年度 27年度見込

執行額／補助都道府県数

単位当たり
コスト 百万円 30.6 29 29 32

計算式
執行額/補
助都道府県
数

1,317/43 1.246/43 1,266/43 1381/43

101％

平成２７年度行政事業レビューシート 厚生労働省

執行額

1,337 1,371 1,373 1,381 1,767

1,246 1,266

執行率（％） 99% 91% 92%

へき地医療拠点病院数を
前年度以上とする。

へき地医療拠点病院数

成果実績 箇所 264 296

目標値 箇所 242

昭和３２年度
事業終了

（予定）年度 終了予定なし

活動実績

活動指標

定量的な成果目標

翌年度へ繰越し －

計

費　目

264 296 302

達成度 ％ 109％

1,412

主要政策・施策

22,026

達成度

43 43

計 1,381 1,767

平
成
2
7
・
2
8
年
度
予
算
内
訳

（
単
位
：
百
万
円

）

27年度当初予算 28年度要求 主な増減理由

補助都道府県数（無医地区を有する43都道府県のうち）

活動指標及び活
動実績

（アウトプット）

医療施設運営費等補助金 1,381

43 43 43

－ － ▲ 39 －

根拠法令
（具体的な

条項も記載）
－

関係する計画、
通知等

第10次へき地保健医療計画
第11次へき地保健医療計画
へき地保健医療対策等実施要綱

実施方法

－

予算額・
執行額

（単位:百万円）

24年度 25年度 26年度

－

－

1,317

予備費等

28年度要求

予算
の状
況

当初予算 1,371

社会保障

事業の目的
（目指す姿を簡
潔に。3行程度以

内）

へき地診療所等への代診医等の派遣、へき地従事者に対する研修、遠隔診療支援等の診療支援事業等が実施可能な病院を都道府県単位で「へき地医
療拠点病院」として編成し、へき地医療支援機構の指導・調整の下に各種事業を行い、へき地における住民の医療を確保すること、へき地診療所等におい
て、勤務医師を確保するため、交代要員を確保することによる診療所勤務医師の負担軽減及び子弟の教育環境の整備等に対する支援を行うこと、巡回診
療車、巡回診療用雪上車、巡回診療船を整備し、無医地区等又は無医地区に準ずる地区に対する巡回診療を行い、へき地における住民の医療を確保す
ることを目的とする。

前年度から繰越し － －

事業番号

へき地における医療提供等の実施 担当部局庁 医政局 作成責任者

事業開始年度

補助

担当課室
地域医療計画課救急・周産期医療等
対策室

室長：西嶋　康浩

事業名

会計区分 一般会計 政策・施策名
Ⅰ－１－１　日常生活圏の中で良質かつ適切な医療が効率
的に提供できる体制を整備すること

主要経費

27年度

－

－

43

27年度活動見込

112％ 102％

単位 24年度 25年度 26年度
目標最終年度

回 25,545

％ 109％ 85％

無医地区等における巡回
診療等の実施回数を前年
度以上とする。

無医地区等における巡回
診療等の実施回数

成果実績

定量的な成果目標 成果指標

都道府県 43

単位 24年度 25年度 26年度

25年度

23,408

26年度 目標最終年度

－ -

補正予算

事業概要
（5行程度以内。

別添可）

・　巡回診療等によるへき地住民の医療確保に関すること。
・　へき地診療所等への代診医等の派遣及び技術指導、援助に関すること。
・　特例措置許可病院への医師の派遣に関すること。
・　派遣医師等の確保に関すること。
・　へき地の医療従事者に対する研修及び研究施設の提供に関すること。
・　総合的な診療能力を有し、プライマリ・ケアを実践できる医師の育成に関すること。
・　遠隔医療等の各種診療支援に関すること。

－ －

1,381 1,767

21,746 22,026

目標値 回

－

25,545 21,746

「新しい日本のための優先課題推進枠」274

当初見込み

都道府県

成果指標 単位 24年度

成果目標及び成
果実績

（アウトカム）

成果目標及び成
果実績

（アウトカム）



事業所管部局による点検・改善

-

受益者も応分の負担をしており妥当である。

国
費
投
入
の
必
要

性

外部有識者の所見

改善の
方向性

自治体から提出された実績報告書より事業による効果や執行実態を把握しているところである。執行率は毎年９割を超えていることから、引き
続き適切な執行に努めてまいりたい。

-

27平成22年度

平成25年度

活動実績は見込みに見合ったものであるか。

27

6

地方自治体、民間等に委ねることができない事業なのか。

政策目的の達成手段として必要かつ適切な事業か。政策体系の中で優先度の高い
事業か。

競争性が確保されているなど支出先の選定は妥当か。　

平成23年度

執
行
等
改
善

26

受益者との負担関係は妥当であるか。

-

○
関連する事業がある場合、他部局・他府省等と適切な役割分担を行っているか。（役
割分担の具体的な内容を各事業の右に記載）

○

○資金の流れの中間段階での支出は合理的なものとなっているか。

不用率が大きい場合、その理由は妥当か。（理由を右に記載）

単位当たりコスト等の水準は妥当か。

未だ無医地区等が多く存在しており、無医地区等における
巡回診療等の実施回数を増やす等の政策目的達成に向
けて、優先度の高い事業である。

当該事業に必要な補助基準額の設定を行っている。

当該事業は都道府県直接補助授業である。

事業の目的は国民や社会のニーズを的確に反映しているか。

関連する過去のレビューシートの事業番号

未だ無医地区等が多く存在しているという現状から、へき地に対する医療提供体制の確保は非常に重要な課題である。
各都道府県におけるへき地医療の需要は年度毎にある程度増減するものであることから、平成25年度における巡回診療等の実績は前年度よ
り減少したところであるが、無医地区を有する全都道府県において本事業が活用されていることから、引き続き、国の施策として進めていくこと
が必要である。

事
業
内
容
の

一
部
改
善

点
検
・
改
善
結
果

備考

所見を踏まえた改善点/概算要求における反映状況

行政事業レビュー推進チームの所見

未だ多くの無医地区等が存在しており、へき地に対する医療提供体制の確保が十分になされていないのではないかとも考えられることから、関連
事業における外部有識者の所見も踏まえ、全てのへき地における医療提供体制の成果実績（活動実績）を把握し、事業効果を検証する仕組みを
構築するべきではないか。

（参考）関連事業　事業番号0004　へき地における医療提供体制整備の支援　外部有識者の所見
事業開始10年以上が経過することに鑑み、一度事業の再構築を検討する時期。（井出）

無医地区等に対する医療提供体制の状況や医療需要の有無等について、今年度調査を実施したところである。本調査の結果を踏まえ、事業内
容等の改善を含め検討してまいりたい。

平成26年度

点検対象外

点検結果

6

平成24年度

「へき地における医療提供体制整備の支援」においては、
へき地医療支援事業の企画・調整等を行うものであり、実
際に各種事業を行う本事業とは役割が異なる。そのため、
適切な役割分担を行っていると考えられる。

事業実施に当たって他の手段・方法等が考えられる場合、それと比較してより効果的
あるいは低コストで実施できているか。

○

‐

○

事
業
の
効
率
性

その他コスト削減や効率化に向けた工夫は行われているか ‐

整備された施設や成果物は十分に活用されているか。

評　価項　　目

-

見込み通りの実績となっている。

-

-

○

費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

未だ無医地区等が多く存在しており、広く国民のニーズが
あり、国費を投入しなければ事業目的が達成できない。

都道府県・地域間の医療格差是正の観点から、引き続き
国が実施すべき事業である。

○

○

‐

○

関
連
事
業

評価に関する説明

へき地における医療提供体制整備の支
援

‐

事
業
の
有
効
性

成果実績は成果目標に見合ったものとなっているか ○

各都道府県の無医地区等への医療の確保の中心的役割
を担うへき地医療拠点病院数は前年度より増加している。
一方、平成25年度の巡回診療等の実績は減少している
が、へき地医療の需要などは年度によってある程度増減す
るものであり、適正な範囲であると考えられる。

補助対象がへき地に対する各種対策の運営費であるた
め、費目・使途が事業目的に即し、真に必要なものに限定
されている。

厚生労働省医政局

-

事業名

4

-

所管府省・部局名 事業番号

‐



※平成26年度実績を記入。執行実績がない新規事業、新規要求事業については現時点で予定やイメージを記入。

資金の流れ
（資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ
て補足する）
（単位：百万

円）

厚生労働省 

１，２６６百万円 

【へき地における医療提供等に対する補助】 

※補助率 １／３、１／２、２／３ 

【補助】 

Ａ．都道府県等（４３） １，２６６百万円 

【へき地における医療提供等に対する補助】 

【補助】 

       Ｂ．鹿児島県医療機関等（３１） １６５百万円  

事業内容 

・巡回診療等によるへき地住民の医療の確保 

・へき地診療所等への代診医等の派遣及び技術指導、援助 

・特例措置許可病院への医師の派遣 

・派遣医師等の確保 

・へき地の医療従事者に対する研修及び研究施設の提供 等 

【へき地における医療提供等に対する補助】 



計 0 計 0

D. H.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0 計 0

C. G. 

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 16 計 0

人件費 給料・賃金等（医師、看護師、事務） 12

計 165 計 0

医療費 医療材料費等 4

B.口之永良部島へき地出張診療所 F.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

金　額
(百万円）

補助金 へき地診療所等に対する運営費に係る補助

費目・使途
（「資金の流れ」に
おいてブロックご
とに最大の金額

が支出されている
者について記載
する。費目と使途
の双方で実情が
分かるように記

載）

A.鹿児島県 E.
金　額

(百万円）
費　目 使　途費　目 使　途

165



支出先上位１０者リスト
A.

B

10 野間池診療所 へき地における医療提供 7 - -

8 鹿児島赤十字病院 へき地における医療提供 8 - -

9 黒島へき地診療所 へき地における医療提供 8 - -

6 宝島へき地診療所 へき地における医療提供 9 - -

7 平島へき地診療所 へき地における医療提供 8 - -

4 小宝島へき地診療所 へき地における医療提供 10 - -

5 悪石島へき地診療所 へき地における医療提供 9 - -

3 諏訪瀬之島へき地診療所 へき地における医療提供 10 - -

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1
口之永良部島へき地出張診療
所

へき地における医療提供 16 - -

2 永田へき地出張診療所 へき地における医療提供 12 - -

新潟県 へき地診療所等に対する運営費に係る補助 36 - -

8

9

10 島根県 へき地診療所等に対する運営費に係る補助 36 - -

長崎県 へき地診療所等に対する運営費に係る補助 82 - -

5 北海道 へき地診療所等に対する運営費に係る補助 75 - -

へき地診療所等に対する運営費に係る補助 85

佐賀県 へき地診療所等に対する運営費に係る補助 41 - -

2 沖縄県 へき地診療所等に対する運営費に係る補助 161 - -

- -

岡山県 へき地診療所等に対する運営費に係る補助 51 - -

栃木県 へき地診療所等に対する運営費に係る補助 49 - -

6

7

4

3 福岡県

1 鹿児島県 へき地診療所等に対する運営費に係る補助 165 - -

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率


